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早産となった母児との関わりをとおしての学生の経験
Experiences of the Student in Caring about Mother and Child at

Giving a Premature Birth

白石　佳子 1）

Yoshiko Shiraishi

要旨
　近年の周産期医療の進展から、出生率が低下する中、早産児や低出生体重児などの新生児の出生は増加し
ている 1）。本研究では、母性看護学実習で早産となった女性を受け持ち、NICU 面会へ同行し、後日、小児
看護学実習の NICU/GCU 見学実習でその母児と再会できた学生の経験を明らかにした。研究デザインは質
的帰納的研究である。母性看護学実習での経験から【対象への接近の工夫と戸惑い】【褥婦の気持ち、思い
への気づき】【出産を肯定的に承認し祝福する】【母性意識の芽生えについての心配】【母児関係のスタート
を確認して安心】【母児分離の現実を理解】【実習終了による寂しさと不安】の 7 つのカテゴリー、小児看
護学（NICU/GCU 見学）実習での経験から【再会時の母親の姿に安堵】【母児の関係性の発達への気づき】

【児の成長の様子を確認】【NICU/GCU 入院が長期にわたる現実を実感】【父親のことについての心配】の 5
つのカテゴリーが抽出された。また、実習指導者との関わりで【看護者としての関わりを学ぶ】という経験
として 1 つのカテゴリー、実習終了後は【家族のあり方や支援への興味・関心の高まり】【母親としての役
割や責任の理解】【自己の将来像と課題を見出す】という経験として 3 つのカテゴリーが抽出された。
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Ⅰ．諸言
　近年の周産期医療の進展から、出生率が低下する
中、早産児や低出生体重児などの新生児の出生は増
加している 1）。実習施設が総合周産期母児医療セン
ターであるという母性看護学・小児看護学実習の現
状から、看護学科の学生が早産となった事例を受け
持つことがある。早産や早産児に関する看護学生へ
の教育に関する研究には、NICU /GCU 実習に関する
ものが多く、対児感情に関すること 2）、その実習にお
ける学生の学び 3）4）や効果的な実習方法の検討 5）が
あり、いずれも小児看護学実習での調査用紙や実習

記録、経験録の分析によるものである。本研究で
は、母性看護学で早産となった母児を受け持った学
生が、その後、小児看護学の NICU 見学実習で再会
した事例をとおして経験したことを明らかにする
ため、母性および小児看護学実習で母児と継続して
関わった学生の語りを記述し、質的帰納的に分析し
た。本研究より得ることができた学生の対象に対す
る理解や母児とその家族との関わり、それらをとお
しての学生の経験について、次世代育成の看護への
教育に必要な資料の一部として報告する。
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Ⅱ．研究目的
　母性看護学実習で早産となった母児を受け持っ
た学生が、その後、小児看護学の NICU/GCU 見学
実習でその母児に再会した事例をとおして経験し
たことを明らかにする。

Ⅲ．研究方法
１．研究デザイン
　質的帰納的研究

２．研究対象者
　母性看護学実習で早産となった女性を受け持ち、
NICU 面会へ同行し、後日、小児看護学の NICU/
GCU 見学実習でその母児と再会できた A 大学の看
護学科学生。

３．データ収集期間
　2011 年 10 月～ 2012 年 3 月

４．データ収集方法と分析
　学生アドバイザーを通じて、学生に連絡をとり、
直接研究者が研究協力について説明し、同意を得
た。データ収集は、半構成的面接法を用いて、独
自に作成したインタビューガイドを用いて面接を
行った。面接は、学生本人の都合の良い日時とし、1
回 50 ～ 60 分程度で、複数回とした。インタビュー
内容は、IC レコーダーに承諾を得て録音した。語ら
れた内容は、逐語録におこし、データ分析は継続的
に行い、同類の内容や意味するものと思われるもの
を抽出し、それらの意味づけを行い、質的に分析を
行った。分析にあたっては、研究者のもつ能力やバ
イアスが結果に影響する 5）ことから、信頼性・妥当
性を高めるため、以下のことを行った。①事前に、
プレテストを行う。②面接は複数回行い、整理、分
析した内容について研究協力者に確認してもらう。
③母性・小児領域の臨床経験を持つ看護者や研究者
と話し合いをもつ。

５．倫理的配慮
　研究協力については、自由意思に基づき、同意し
ても途中で断ることが出来ること、また断ることで
不利益を被ることはないこと、研究同意後や研究終
了後にも、同意の撤回が出来ること、得られたデー
タは匿名化し、本研究以外には使用しないこと、成

績には一切関係しないこと、研究成果は学会等で発
表することについて文書と口頭で説明し、書面にて
同意を得た。面接は本人の都合の良いときに行い、
対象者の拘束感につながらないよう配慮した。面接
場所はプライバシーを保持できる個室で行い、面接
の際、話したくない時や精神的負担を感じる時は申
し出ができること、面接終了後も疑問や不安を感じ
たときは、研究者と連絡が取れるよう連絡先を伝え
た。本研究は、所属大学の倫理審査委員会で承認を
得て開始した。

６．本研究における用語の定義
　「学生の経験」とは、学生の実習の場においての
外的あるいは内的な現実との直接的接触、もしくは
認識としてまだ組織化されていない、事実の直接的
把握であり、何事かにぶつかり、技能や知識を得る
こと、何らかの意味で自己を豊かにするという意味
も含む 6）。
　「早産」とは、妊娠 22 週以降から 37 週未満の分
娩をいう 7）。
　「NICU」とは、neonatal intensive care unit の略
で、新生児集中治療室のことである。
　「GCU」とは、growing care unit の略で、NICU
の後方病床・回復室をいう。

Ⅳ．結果
　研究協力者は、本研究に同意を得られた学生で、
母性看護学実習・小児看護学実習の履修を終えた学
生 1 名であった。
　本研究協力者の学生の経験は次の4つの側面で構
成された。学生の語りから抽出されたカテゴリーを

【　】、サブカテゴリーを＜ ＞、学生の語りを「　」
で示す。

１．母性看護学実習での経験
　母性看護学実習での経験では、7 つのカテゴリー
が抽出された。
1）【対象への接近の工夫と戸惑い】
　学生は妊娠後半期にある妊婦で、妊娠リスクの状
況によっては分娩計画も予定にある受け持ち対象
者との最初の出会いを接近の工夫と戸惑いとして、
次のように語った。
＜対象者の印象＞
「小さくて小柄な人で、優しそうだなって思いま
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した。」「いつもにこにこされてて、聞いていい
よっていう雰囲気の方だったので。」

＜会話のきっかけは姉の出産＞
「姉も予定より早く生まれたので、予定より早
かったらびっくりしますよねって。」

＜学生としての関わり、コミュニケーションへの戸
惑い＞
「不安を抱えた妊婦さんにどこまで尋ねていいの
かなって、ずっと考えてて、少し戸惑ったりし
た。」

2）【褥婦の気持ち、思いへの気づき】
　対象妊婦の出産（早産）後、学生は褥婦と関わる
中で、様々な褥婦の気持ち、思いに気づいた。
＜ボディイメージの変化と早産後の不思議な感覚＞
「もともとあまり大きくなかったし、いつの間に
かいなくなったと話してて。」

＜想像した通りの出産ではなかったという喪失の
気持ち＞
「きっと想像していた通りの妊娠出産が叶えられ
なかった。やっぱりなんだかなっていう気持ちを
持っているのかな。」

3）【出産を肯定的に承認し祝福する】
　学生は、出産が早産となった現実を受け止め、褥
婦と接した。
＜出産を祝福＞
「ただ子どもがきちんと生まれてきたことが、す
ごくやっぱりいいことだし、嬉しいことなので、
おめでとうございますという風に話してて。」

4）【母性意識の芽生えについての心配】
　早産となった褥婦の反応を受け止めながらも、褥
婦の母となる過程について考えていた。
＜早産後の母性意識＞
「いつの間にか出て行っちゃったという感じと
おっしゃてて、ああ母親として、母性とか持てる
ようになるのかなって。」

5）【母児関係のスタートを確認して安心】
　学生は、母親とともに児との対面の場に助産師と
ともに同行することができた。その場面を振り返
り、次のように語った。
＜母親の反応に安堵＞
「（母児の初対面に）その時の反応がもう一番うれ
しそうで、わあ、第一声にちっちゃいかわいいっ
て、もう笑顔でにこにこ可愛いって言ってて、あ
あ良かったって思ったんです。」「母親と子どもっ

てすごいなあって、（略）スタートなんだなあっ
て。徐々に愛情が芽生えていけるだろうなあっ
て、一安心した日でした。」

6）【母児分離の現実を理解】
　学生は、早産となった母児が病院内で離れて過ご
す過程を目の当たりにしながら、褥婦の様子を次の
ように語った。
＜寂しそうな表情と児への語りかけから母親の感
情の高まりを予測＞
「（お母さんが退院する日）、一番最初に面会に
行った時と比べたら、もうお母さんと子どもとの
間にだいぶ絆っていうか、母親と子どもっていう
気持ちがあるんだろうなあって（略）、それでも
やっぱり（略）なんかものすごく寂しそうな顔を
してて、（略）みていたら泣いてしまうだろうな
あって。お母さんの眼がもう少し赤くなってい
て。」

7）【実習終了による寂しさと不安】
　実習期間が終わるその時の気持ちを学生は次の
ように語った。
＜あとのことは知る由もないという気持ち＞
「実習が終わってしまったら、もう患者さんのこ
とを知る機会がなくなってしまうので、後のこと
は知る由もない、そういうのがいつも寂しいな
あって。」

２．小児看護学（NICU/GCU 見学）実習での経験
　母性看護学実習が終了後、数週間後に NICU/
GCU 見学実習となった学生は、そこで対象の母児
と再会することとなった。この経験について 5 つの
カテゴリーが抽出された。
1）【再会時の母親の姿に安堵】
＜再会時の様子＞
「あれから大きくなったんですよって、すごく嬉
しそうに話してくださって。（略）会えて本当に
良かったです。」

2）【母児の関係性の発達への気づき】
＜母親らしさを認識する＞
「こういう言い方は失礼かもしれないけれど、母
親としてなんか成長したなあって、母親らしく
なったなっていう風に思って。子どもを抱く様子
とか、その表情とか、向ける視線とかも、お母さ
んという風になってて。」

＜母児間の親密さへの気づき＞
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「子どもへの仕草とかも、すごくお母さんで、あ
あ良かったなあ、この子はちゃんと愛されている
んだと思って。」

3）【児の成長の様子を確認】
＜児の成長を実感＞
「また少し大きくなってて、ほんとにすごいなっ
て。」

＜児に障がいがあることに気づく＞
「少し眼の様子が違うなって、その時思って。」

4）【NICU 入院が長期にわたる現実を実感】
＜入院が長期だったこと＞
「まだ病院に通ってこないといけない状況なんだ
というのがわかって。」

5）【父親のことについての心配】
＜会えなかったこと＞
「母性の実習中は、お父さんには会えていなかっ
たので。」

「病院に通ったりする間とか、お父さんはどう
なったかなあ、ちゃんとお父さんになれたかな
あって思ったり。」

３．実習指導者との関わりで得た経験
　学生は、実習指導者からの助言や指導のほかに実

習指導者との関わりでの気づきも語った。
1）【看護者としての関わりを学ぶ】
＜優しく、肯定的な表現での対応に気づく＞
「看護師さん、助言や指導はきちんとして下さっ
て、言い方だとか、角がないっていうか、優しい
なあっていう風に思いました。（略）妊婦さんと
か産婦さん、褥婦さんに対してなるべく、こう不
安な思いは抱かなくていいように、きちんと、お
母さんとしての愛情が芽生えていけるように、看
護師としても、コミュニケーションの取り方って
いうか、肯定的な言葉を使うとか、実際の関わり
方をみていると、それがどういうことを意味する
かわかってきて声かけだとか、きっと考えてして
いるんだろうなあって思いました。」

＜言葉の重みを知る＞
「お母さんがこれは、自分で息をしているんです
か？って聞いたんですよ。もう元気に頑張って息
してますよって（略）ほんとに頑張っているん
だって思えるだろうし、医療従事者がいう言葉の
重みってあるだろうなあって思って。（略）お母
さんにとって、言葉の重みとか嬉しさとかも違う
のかなって思いました。」

図 1　母性から小児（NICU/GCU）見学実習での学生の経験
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４．実習終了後の経験
　学生は、本実習を終えた後自己を振り返った。そ
の語った内容から、次の 3 つのカテゴリーが抽出さ
れた。
1）【家族のあり方や支援への興味・関心の高まり】
＜母性・小児の実習をとおして、家族について考え
る＞
「ほんとにいろんな家族があって、そういう家族
の絆とか考え方とか価値観とかがあって、支え方
があって、そういうのがうまく機能できている家
族もあれば、そうでない家族もきっとあるんだろ
うなあ。」

＜夫婦間の関係を考える＞
「次の子どもについての話もするのかなあとか、
夫婦でそんな話をしながら、少しずつ家族になっ
ていくのかな。」

2）【母親としての役割や責任の理解】
＜母親になるのは、自律、覚悟、責任感が必要＞
「自分もこう、一人の女性として、社会人として
自律してから、母親になるのが理想だと思う。」

＜子どもの人生を握っている＞
「病気をしたり、時に心に傷を負ってしまったり、
そんなことから見守って、助けることもしなきゃ
いけないし、母親として大切な役割があるし、す
ごく責任感がいるし、子どもの人生を握っている
んだなあって思って。」

3）【自己の将来像と課題を見出す】
＜結婚、出産、家族になることへの意味づけ＞
「結婚や出産したり、夫婦になっていったり、家
族になっていったりっていうのは、複雑な大変な
ことで、でも素敵なこともたくさんあって、ただ
単純なことなんかじゃなくて、人の人生の一部に
なっていくし、何かすごく大変なことだなって。」

「看護師としての生き方と、家族だとか、女性と
しての生き方をどういう風につなげていこうか
と考えたりして、例えばお母さんをずっと観てい
るので（略）もっといろんな家族だとか、家族の
あり方を考えていきたいなあって。」

Ⅴ．考察
　本研究での学生の経験は、女性が早産することへ
の理解や母児分離時の母親へのケア、NICU での健
康障がいを持つ児と家族（母親）への援助、看護者
の関わりへの気づき、実習を終えて、自分の将来や

課題を統合するという経験となった。
　母性看護学実習での学生の経験は、受け持った対
象妊婦への接近から始まり、早産後、褥婦の NICU
の初面会から同行させていただくという貴重な経
験、現象への出会いとなった。早産の母親は、出産
に対する期待が奪われた体験をするといわれ、出産
に対する期待をくつがえされた衝撃や想像と違う
子どもから受けた衝撃をうける 8）という。学生は、
早産前にこの対象者を受け持ち、戸惑いや工夫を重
ねながら、学生として接近していった。早産後も継
続して関わることができた学生は、児との初面会の
母親の反応、衝撃であったと思われるその現実につ
いて、その場で率直に受け止めていた。
　その後学生は、小児看護学の NICU/GCU 見学実
習での再会により、早産後、ことに母親退院後の移
行期のケアとしての家族支援、母児の関係性の発達
のプロセスにふれる機会を得ることが出来た。母親
役割への適応には、子どもへの愛着の高まりや子ど
もの存在による自己成長がふくまれ、子どもの成長
を見いだす試みが親役割適応過程の中でみられる 9）

という。学生は、数週間後に再会した母児の様子に
ついて、母親役割適応過程を一部としてであるが、
実習で確認する経験ができたといえる。母性看護学
実習で受け持った周産期にある対象の移行過程と
その関わりについて、継続して小児看護学実習で経
験できる学生は稀であり、偶然に近いことであった
が、本研究での学生の経験は貴重な学びの例となっ
た。
　学生は、今回のこれらの実習の中で、対象を理解
することとそれに伴う戸惑いや心配と、実際の現象
の中での母児の状況や関係性の発達への確認や気
づき、これらを行き来する経験（図 1）をしながら、
看護者としての関わり、その重大さに気づいていっ
た。今後さらに、周産期におけるハイリスク事例へ
の看護、ことに褥婦の周産期病棟退院後の移行期に
ある母児や家族への継続ケアの重要性について、学
生に伝えていく必要があると考える。
　また、今回、学生自身がこれらの実習を振り返り、
語ることで、母親になることや母親役割についての
考察、家族形成への関心の高まり、自己の将来像や
課題について考える機会となり、実習での経験が自
己の将来への課題の統合へとつながった。
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Ⅵ．結論
　本研究において、女性が早産することや母児分離
時の母親や家族のケアの必要性、看護者としての関
わりなど、早産となった母児との関わりをとおし
て、母性看護から小児看護への継続した看護プロセ
スに出会う学生の経験が明らかとなった。
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